
「
禅
林
句
集
」
考

田
　
島
　
照
　
久

　
現
在
「
禅
林
句
集
」
あ
る
い
は
同
類
の
名
称
で
一
般
に
流
布
し
て
い
る
一
連

の
書
籍
群
が
あ
る
。
手
元
に
あ
る
も
の
を
挙
げ
れ
ぱ
、
『
蜘
潮
揮
林
句
集
』
（
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
ど
う
く

本
峻
岳
編
　
光
融
館
　
一
九
二
〇
年
）
、
『
塗
毒
鼓
　
続
編
　
全
」
（
藤
田
玄
路

編
建
仁
僧
堂
　
一
九
二
二
年
和
本
）
、
『
禅
語
字
彙
』
（
中
川
渋
庵
著
柏

林
杜
　
一
九
三
五
年
）
、
『
註
訓
揮
林
句
集
（
改
訂
版
）
』
（
柴
山
全
慶
編
輯
　
其

中
堂
　
一
九
七
二
年
）
、
『
新
纂
揮
語
集
』
（
土
屋
悦
堂
編
纂
　
其
中
堂
　
一
九

七
三
年
）
、
『
揮
林
語
句
抄
』
（
碧
番
周
道
編
　
二
玄
社
　
一
九
九
七
年
）
な
ど

で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
禅
宗
で
使
わ
れ
て
い
る
語
句
が
字
数
に
従
っ
て
排
列
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

れ
る
字
数
排
列
形
式
で
編
集
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
こ
の
他
に
従
来
あ
る
「
墨
場
必
携
」
の
体
裁
に
倣
っ
た
内
容
分
類
形

式
に
従
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
『
新
撰
　
禅
林
墨
場
必
携
』
（
飯
田
利

行
編
著
　
柏
書
房
　
一
九
八
九
年
）
、
『
新
編
　
禅
林
名
句
撰
』
（
青
山
社
編
集

部
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
「
禅
林
旬
集
」
考

　
茶
掛
に
用
い
ら
れ
る
禅
語
を
中
心
に
収
録
し
、
読
み
下
し
と
注
釈
を
施
し
た

も
の
と
し
て
は
、
『
茶
席
の
禅
語
大
辞
典
』
（
有
馬
頼
底
監
修
　
淡
交
社
　
二
〇

〇
二
年
）
、
『
茶
席
の
禅
語
旬
集
』
（
朝
山
一
玄
著
　
淡
交
社
　
二
〇
〇
三
年
）

な
ど
が
あ
る
。

　
『
新
纂
揮
語
集
』
で
は
禅
語
は
訓
点
が
打
た
れ
、
送
り
仮
名
が
施
さ
れ
て
い

る
が
、
『
塗
毒
鼓
　
続
編
　
全
』
で
は
禅
語
は
自
文
の
ま
ま
で
あ
る
。
両
書
と

も
出
典
表
記
は
な
い
。
『
揮
林
語
句
抄
」
で
は
禅
句
を
白
文
で
掲
げ
、
そ
の
下

に
読
み
下
し
文
と
出
典
略
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
以
外
の
上
記
書
物
は
す
べ
て
、
禅
語
に
読
み
下
し
文
と
禅
語
の
意
味
・

解
釈
、
出
典
表
記
等
が
付
さ
れ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
ど
ん
な
目

的
の
た
め
に
編
ま
れ
た
書
物
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
ん
げ
　
　
　
あ
ぎ
よ

　
臨
済
下
で
は
参
禅
入
室
の
際
、
古
則
公
案
を
用
い
る
が
、
見
解
に
下
語
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
『
塗
毒
鼓
』
『
新
纂
頑
語
集
」
『
揮
林
語
句
抄
』
は
こ
う

し
た
用
途
に
供
せ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
峻
岳
版
『
揮
林
句
集
』
や
柴
山
版

『
揮
林
句
集
』
も
僧
俗
を
分
か
た
ず
済
下
で
広
く
用
い
ら
れ
て
き
た
、
学
人
に

と
っ
て
必
携
の
書
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ぞ
う
L

　
実
は
こ
れ
ら
上
記
の
書
物
は
興
味
深
い
こ
と
に
室
町
時
代
以
来
の
『
句
隻
紙
」

お
よ
び
『
句
隻
紙
抄
』
の
内
容
と
形
式
と
を
忠
実
に
受
け
継
い
で
い
る
の
で
あ

る
。
本
論
文
で
は
現
存
す
る
『
句
隻
紙
』
お
よ
び
『
句
隻
紙
抄
』
の
写
本
お
よ

び
刊
本
を
一
覧
し
た
上
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
る
分
類
を
検
討
し
、
「
禅

林
句
集
」
の
成
立
を
跡
づ
け
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

　
川
瀬
一
馬
博
士
は
「
句
隻
紙
考
」
と
題
さ
れ
た
論
文
の
中
で
、
現
存
す
る
写

本
・
刊
本
『
句
隻
紙
』
を
三
類
に
分
か
ち
、
次
の
よ
う
な
区
分
を
試
み
て
い
る
。

第
一
類

　
〔
写
本
〕

　
（
イ
）
『
揮
林
之
方
語
』

　
一
冊
、
室
町
末
期
写
、
田
中
忠
三
郎
氏
蔵
。
本
分
墨
附
十
九
丁
、
前
七
丁
と

後
十
二
丁
と
前
後
同
時
の
別
筆
（
第
六
・
第
七
は
両
筆
混
在
）
。
語
の
下
に
簡

単
な
漢
文
の
注
釈
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
巻
首
に
「
揮
林
之
方
語
」
と
題
し
、

そ
の
下
に
「
自
一
字
至
十
字
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
一
字
之
類
」
は
「
灼
」

に
始
ま
り
、
〕
一
字
之
類
」
「
三
字
之
類
」
「
四
字
之
類
」
「
五
字
之
類
」
「
六
字

之
類
」
「
七
字
之
類
」
「
八
字
之
類
」
（
「
九
字
之
類
」
は
無
し
）
「
十
字
之
類
」

に
分
類
さ
れ
巻
末
追
加
を
入
れ
合
計
八
百
三
十
三
句
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
（
口
）
『
随
方
郷
談
』

　
一
冊
、
室
町
末
期
写
、
石
井
氏
積
翠
軒
文
庫
旧
蔵
。
田
中
氏
蔵
『
揮
林
之
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

語
』
と
同
じ
系
統
に
属
す
る
が
、
句
数
が
少
な
い
。
「
一
字
之
類
」
は
「
灼
」

に
始
ま
る
。
コ
一
字
之
類
」
「
三
字
之
類
」
「
四
字
之
類
」
「
五
字
之
類
」
「
六
字

之
類
」
「
七
字
之
類
」
「
八
言
」
ま
で
で
後
を
欠
く
。
後
半
に
寛
文
二
二
年
写
、

『
揮
門
方
語
』
と
題
す
る
類
本
と
合
綴
。

　
（
ハ
）
『
揮
門
方
語
』

　
石
井
氏
積
翠
軒
文
庫
旧
蔵
『
随
方
郷
談
』
に
合
綴
さ
れ
て
い
る
一
冊
、
室
町

末
期
写
。
墨
附
十
四
丁
、
十
字
、
八
字
、
七
字
、
六
字
、
五
字
、
四
字
、
三
字
、

二
字
、
一
字
と
字
数
の
多
い
も
の
か
ら
分
類
さ
れ
て
い
る
。
禅
語
の
下
に
注
釈

が
付
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
に
次
の
書
写
識
語
が
あ
る
。

　
　
　
　
寛
文
二
二
年
癸
丑
伸
夏
上
旬
以
薩
之
山
川
大
圓
主
盟

　
　
　
　
留
岳
首
座
以
秘
書
而
龍
吟
揮
庵
南
聰
下
鳶
焉

　
〔
刊
本
〕

　
（
二
）
『
宗
門
方
語
』

　
元
禄
頃
刊
、
中
本
、
一
冊
、
石
井
氏
積
翠
軒
文
庫
旧
蔵
。
コ
只
二
條
通
玉
屋

町
村
平
樂
寺
棚
小
兵
衛
開
板
」
の
刊
記
あ
る
が
、
刊
記
の
部
分
は
後
か
ら
補
刻

追
記
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
巻
首
尾
に
「
宗
門
方
語
」
と
あ
り
六
十
七
丁
、
禅

語
の
下
に
注
釈
が
刻
し
て
あ
る
。
分
類
は
一
字
よ
り
十
字
（
四
よ
り
六
の
み
言

を
使
う
）
。

　
（
ホ
）
『
宗
門
方
語
』

　
元
禄
頃
刊
、
中
本
、
一
冊
、
石
井
氏
積
翠
軒
文
庫
旧
蔵
。
無
刊
記
本
、
（
二
）

の
刊
記
を
後
に
ま
た
削
去
し
て
刷
っ
た
後
印
本
。
巻
首
尾
に
「
宗
門
方
語
」
と

あ
り
六
十
七
丁
、
禅
語
の
下
に
注
釈
が
刻
し
て
あ
る
。
分
類
は
一
字
よ
り
十
字



（
四
字
は
四
言
、
五
字
は
五
言
・
六
字
は
六
言
と
表
記
）
。

　
な
お
川
瀬
は
（
二
）
（
ホ
）
『
宗
門
方
語
』
は
、
田
中
忠
三
郎
氏
蔵
（
イ
）

『
揮
林
之
方
語
』
の
系
統
本
を
本
拠
と
し
た
も
の
と
考
え
る
が
、
転
写
の
際
の

誤
写
か
あ
る
い
は
上
梓
の
折
の
誤
刻
と
し
て
「
没
巴
鼻
」
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。

　
『
宗
門
方
語
』
の
「
一
字
」
の
「
咄
」
の
付
注
に
「
没
巴
鼻
與
踏
義
同
」
と

あ
る
の
は
田
中
氏
本
（
増
入
部
）
に
あ
る
「
没
也
鼻
義
也
賭
同
義
也
」
に
照
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
茗
〕

し
明
ら
か
に
「
巴
」
は
「
也
」
字
の
誤
り
で
あ
る
と
川
瀬
は
す
る
。
し
か
し
な

　
　
　
も
つ
ほ
　
ぴ

が
ら
「
没
巴
鼻
」
の
語
は
禅
の
語
録
な
ど
で
は
し
ぱ
し
ば
用
い
ら
れ
る
俗
語
で

あ
り
、
た
と
え
ぱ
『
大
慧
書
』
下
、
十
一
「
費
得
昏
恒
没
巴
鼻
可
把
捉
時
、
便

是
好
消
息
也
」
（
昏
但
に
し
て
巴
鼻
の
把
持
す
可
き
没
き
こ
と
を
費
得
す
る
時
、

便
ち
是
れ
好
消
息
な
り
）
、
あ
る
い
は
『
五
家
正
宗
賛
』
巻
第
一
・
睦
州
陳
尊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
く
ら
く
さ
ん

宿
の
項
目
に
「
没
巴
鼻
拠
出
秦
時
鞍
櫟
鎖
」
（
没
巴
鼻
、
秦
時
の
鞍
礫
鐘
を
批

出
す
）
と
あ
る
。
桂
州
道
倫
・
湛
堂
令
・
大
藏
院
主
撰
『
諸
録
俗
語
解
』
に
は

「
把
鼻
」
は
「
と
ら
ま
え
ど
こ
ろ
」
と
さ
れ
、
「
巴
」
は
「
器
物
の
も
つ
と
こ
ろ
、

把
と
同
じ
柄
な
り
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
「
手
が
か
り
な
し
、
取
り
つ
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
’
）

ま
な
し
」
の
意
味
に
な
る
。

　
つ
ま
り
『
宗
門
方
語
』
の
記
述
に
訂
正
の
跡
を
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
（
へ
）
『
句
隻
葛
藤
集
』

　
判
紙
本
、
四
冊
、
石
井
氏
積
翠
軒
文
庫
旧
蔵
。
巻
末
に
〕
兀
蔵
五
年
壬
申
正

月
原
刻
」
「
文
政
十
三
年
庚
寅
正
月
補
刻
」
「
書
林
耕
嫡
峨
鮮
榊
鮒
銚
打
肋
臓
鯉
麟
鋲
鱗
」

の
刊
記
あ
る
。

あ
り
、
各
冊
に

七
巻
四
冊
、
第
一
冊
首
に
は
「
宗
門
葛
藤
集
」
と
い
う
内
題
が

「
句
隻
葛
藤
抄
」
の
外
題
が
あ
る
。
「
一
字
葛
藤
」
か
ら
「
二

「
禅
林
旬
集
」
考

十
字
葛
藤
」
ま
で
三
二
二
四
句
を
収
録
。

に
は
片
仮
名
混
じ
り
の
注
釈
（
ナ
リ
式
）

禅
語
に
は
訓
点
が
施
さ
れ
・

が
施
さ
れ
て
い
る
。

語
の
下

　
以
上
が
川
瀬
一
馬
博
士
の
「
第
一
類
」
に
区
分
さ
れ
る
諸
本
で
あ
る
が
、

の
分
類
理
由
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

そ

こ
の
類
の
特
色
は
、
一
字
の
部
よ
り
十
字
の
部
に
至
り
、
各
句
に
其
の
意

穣
を
漢
文
で
注
記
し
て
あ
る
黙
で
あ
る
。
第
二
・
第
三
類
等
に
比
し
て
所

集
句
藪
が
少
な
い
所
か
ら
見
て
も
、
又
、
其
の
意
穣
が
附
記
せ
ら
れ
て
ゐ

る
の
も
、
本
書
編
述
の
主
旨
に
適
ふ
も
の
と
思
は
れ
る
か
ら
、
恐
ら
く
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

型
に
ち
か
い
も
の
で
あ
ら
う
と
考
へ
る
。

こ
の
区
分
条
件
に
照
ら
す
と
（
へ
）
は
、
二
十
字
葛
藤
ま
で
あ
り
句
数
も
多
く
、

か
つ
漢
文
で
は
な
く
片
仮
名
混
じ
り
の
注
釈
（
ナ
リ
式
）
が
施
さ
れ
て
い
て
明

ら
か
に
条
件
に
合
致
し
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
句
隻
葛
藤
集
』
の
注
釈

　
　
　
　
　
一
一
　
　
ク

中
に
「
方
語
日
」
の
表
記
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
が
第
一
類
の
系
統

本
を
も
と
に
し
て
改
変
さ
れ
か
つ
増
補
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
す
る
。

し
か
し
前
記
の
（
イ
）
（
口
）
（
ハ
）
（
二
）
（
ホ
）
四
本
の
い
ず
れ
に
も
見
え
な

い
句
を
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
前
記
四
本
と
は
異
な
る
同
系
統
の
異
本
を
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
拮
〕

に
し
て
い
る
と
類
推
し
て
い
る
。
川
瀬
説
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
「
第
一
類
」

は
「
方
語
」
お
よ
び
そ
の
類
書
と
な
る
。

　
こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
こ
と
は
、
こ
の
刊
本
は
通
常
、
外
題
の
「
句
隻
葛
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



妙
」
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
が
（
「
句
隻
葛
藤
集
」
の
名
は
ほ
か
で
は
見
か
け

な
い
）
、
内
題
の
「
宗
門
葛
藤
集
」
が
全
く
別
系
統
本
の
名
と
同
一
な
こ
と
で

あ
る
。
『
駒
沢
大
学
図
書
館
編
　
新
纂
禅
籍
目
録
」
（
日
本
仏
書
刊
行
会
、
一
九

六
二
年
）
の
《
句
隻
紙
》
の
項
目
で
は
、
「
川
瀬
分
類
」
の
「
第
一
類
」
と
し

て
、
「
第
一
類
宗
門
葛
藤
集
　
内
題
葛
藤
集
　
表
題
宗
門
葛
藤
集
　
内
容
公
案

集
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
公
案
集
と
し
て
の
『
宗

門
葛
藤
集
』
は
川
瀬
分
類
「
第
一
類
」
の
『
宗
門
葛
藤
集
』
と
は
全
く
別
系
統

の
書
物
で
あ
る
。
手
元
に
あ
る
一
本
を
挙
げ
れ
ぱ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
所
附

　
　
外
題
・
内
題
「
明
治
新
刻
　
宗
門
葛
藤
集
　
全
」
上
下
二
巻
一
冊
。
刊

　
　
記
　
明
治
二
三
年
十
一
月
十
日
刻
成
・
出
版
、
発
行
兼
印
刷
者
京
都
市

　
　
三
條
通
高
倉
東
入
枡
屋
町
四
番
戸
　
出
雲
寺
文
次
郎

　
　
著
者
　
京
都
市
上
京
厘
元
三
十
四
組
浄
土
寺
町
七
十
八
番
地
　
大
興
寺
住

　
　
職
　
雲
嵩
智
道

内
容
は
古
則
公
案
が
二
七
二
則
収
録
さ
れ
、
出
典
が
首
書
さ
れ
て
い
る
公
案
集

で
あ
る
。
こ
う
し
た
錯
誤
を
防
ぐ
た
め
に
も
（
へ
）
『
句
隻
葛
藤
抄
』
は
以
後

本
論
文
で
は
、
内
題
「
宗
門
葛
藤
集
」
を
用
い
ず
「
句
隻
葛
藤
鐵
」
の
名
で
統

一
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

三

　
さ
て
「
方
語
」
系
統
書
を
「
第
一
類
」
と
し
た
川
瀬
説
の
分
類
の
根
拠
で
あ

る
が
、
お
よ
そ
二
つ
の
理
由
が
想
定
さ
れ
る
。
一
つ
は
「
方
語
」
と
い
う
語
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

理
解
に
か
か
わ
る
事
柄
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
『
句
隻
紙
』
の
依
拠
と
な
っ
た

先
行
の
類
書
特
定
の
問
題
で
あ
る
。
ま
ず
「
方
語
」
と
い
う
語
の
理
解
に
つ
い

て
は
、
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　
　
書
名
も
各
ミ
異
つ
て
は
ゐ
る
が
、
揮
林
之
方
語
と
い
ひ
、
揮
林
方
語
・
宗

　
　
門
方
語
と
構
す
る
も
略
同
構
と
い
ふ
べ
く
、
随
方
郷
談
も
亦
同
色
の
命
名

　
　
と
言
つ
て
よ
い
。
「
方
語
」
と
は
落
節
と
い
ふ
に
同
じ
く
、
便
宜
の
意
で

　
　
あ
る
か
ら
、
輝
門
（
輝
林
）
入
門
の
手
引
き
と
い
ふ
こ
と
で
、
本
書
の
書

　
　
名
と
し
て
相
薩
し
い
も
の
で
あ
る
。
印
ち
、
「
揮
林
之
方
語
」
と
い
ふ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
－
〕

　
　
が
、
原
書
名
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

す
な
わ
ち
「
方
語
」
は
便
宜
の
意
で
あ
り
、
禅
門
（
禅
林
）
初
学
者
の
手
引
き

の
意
味
を
表
わ
す
の
で
、
『
句
隻
紙
』
の
初
期
形
態
で
あ
る
「
第
一
類
」
と
す

る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
さ
れ
る
。

　
「
方
語
」
と
は
し
か
し
な
が
ら
「
随
方
郷
談
」
と
同
じ
く
郷
談
狸
語
、
す
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
o
〕

わ
ち
方
言
、
俗
語
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
。
「
方
語
」
の
名
を
持
つ
こ
の
種
の

書
物
は
中
世
禅
林
で
祖
録
を
読
む
た
め
の
辞
書
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

　
中
世
日
本
の
禅
林
で
は
禅
僧
の
祖
録
の
注
釈
書
、
い
わ
ゆ
る
抄
物
に
方
語
が

盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
早
苗
憲
生
氏
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
ば
伝
大
灯
国

師
筆
『
大
川
語
録
抜
率
』
に
「
担
板
　
方
語
日
只
見
一
辺
」
な
ど
四
語
が
、

『
臥
雲
日
件
録
』
に
「
牡
丹
花
下
睡
猫
児
　
方
語
意
不
在
花
」
、
『
五
燈
抜
率
』

（
室
町
末
期
写
本
）
に
「
襲
事
　
方
語
一
心
無
二
用
」
な
ど
の
例
が
あ
る
と
さ

　
す
）

れ
る
。



　
「
牡
丹
花
下
睡
猫
児
」
に
対
す
る
『
方
語
』
（
東
福
寺
霊
雲
院
蔵
）
の
注
解
を

見
る
と
「
意
在
舞
蝶
　
又
因
時
直
示
也
」
と
あ
る
。
ま
た
『
五
燈
倉
元
笑
山
抄
』

『
五
燈
倉
元
一
山
抄
』
『
五
燈
倉
元
蒙
山
抄
』
『
碧
巖
録
不
二
抄
』
『
碧
巖
集
萬
案

抄
』
な
ど
中
世
禅
林
の
抄
物
で
も
多
数
の
方
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
『
碧
巖

録
不
二
抄
』
で
は
「
箭
過
新
羅
　
方
語
不
知
落
慮
」
と
あ
る
が
、
さ
ら
に
江
戸

中
期
の
『
碧
巖
録
種
電
抄
』
で
も
「
箭
過
新
羅
　
方
語
不
知
落
盧
」
と
方
語
の

注
釈
が
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

　
上
記
の
抄
物
は
日
本
僧
の
編
纂
で
あ
る
が
、
宋
の
晦
堂
智
昭
編
『
人
天
眼
目
』

巻
六
末
尾
に
「
揮
林
方
語
　
新
増
」
が
付
刻
さ
れ
て
い
る
。
「
蟻
人
向
火
」
よ

り
始
ま
り
、
「
俗
人
沽
酒
三
升
」
ま
で
、
「
三
字
」
（
一
）
、
「
四
字
」
（
七
八
）
、

「
五
字
」
（
六
八
）
、
「
六
字
」
（
八
）
、
「
七
字
」
（
九
）
、
総
数
一
六
四
句
を
収
め

る
。
川
僧
慧
済
の
『
人
天
眼
目
抄
』
に
は
こ
の
新
増
部
分
は
無
い
が
・
宋
代
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
0
〕

期
の
禅
文
猷
で
確
認
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。
日
本
編
纂
以
外
に
さ
ら
に
は
黄
緊

僧
の
来
朝
に
よ
り
将
来
さ
れ
た
明
・
清
時
代
の
『
方
語
』
系
等
本
が
存
在
す
る
。

　
目
本
で
編
纂
さ
れ
た
『
方
語
』
系
等
本
は
、
虎
関
師
錬
が
、
禅
学
は
も
と
よ

り
儒
教
百
家
、
稗
官
小
説
、
さ
ら
に
郷
談
僅
語
に
ま
で
精
通
し
て
い
た
と
そ
の

博
学
を
称
え
る
一
山
一
寧
を
は
じ
め
と
し
た
大
休
正
念
、
竺
仙
梵
橿
等
来
朝
帰

化
僧
の
口
伝
に
よ
る
も
の
が
集
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
入
宋
元
僧
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
n
〕

よ
り
編
纂
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
方
語
』
系
等
本
に
祖
録
の
注
釈
の
た
め
の
辞
書
と
し
て
の
用
途
の
あ
っ
た

こ
と
は
以
上
見
て
き
た
と
お
り
明
ら
か
で
あ
る
（
た
だ
し
辞
書
と
い
っ
て
も
手

控
え
程
度
の
簡
単
な
内
容
で
し
か
な
い
）
。
中
世
目
本
の
禅
林
で
は
古
則
公
案

　
　
　
　
　
　
「
禅
林
旬
集
」
考

を
看
、
さ
ら
に
そ
の
見
処
に
下
語
（
著
語
）
す
る
と
い
う
修
行
形
態
が
定
着
し

て
い
た
が
、
『
方
語
』
（
東
福
寺
霊
雲
院
蔵
）
中
に
「
黒
漫
漫
」
「
仁
義
道
中
」

「
鉄
蛇
横
古
路
（
鉄
蛇
古
路
に
横
た
わ
る
）
」
「
明
修
桟
道
暗
度
陳
倉
（
明
に
桟

道
を
修
し
、
暗
に
陳
倉
を
度
る
）
」
等
、
隠
山
下
の
下
語
の
句
が
採
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
入
室
参
禅
の
際
の
著
語
手
引
書
と
し
て
用
い
ら
れ
た
可

能
性
も
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
る
と
、
『
方
語
』
系
等
本
は
「
内
容
」
に
関
す

る
限
り
、
禅
語
の
う
ち
理
解
の
難
し
い
方
言
、
俗
語
を
集
め
、
こ
れ
に
簡
単
な

注
釈
を
付
け
た
も
の
で
あ
り
、
所
謂
抄
物
と
し
て
の
「
句
隻
紙
抄
」
と
共
通
す

る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
「
形
式
」
に
つ
い
て
も
、
句
の
字
数
排
列
と
い
う
形
態

が
こ
の
種
の
「
句
隻
紙
」
と
共
通
す
る
。
「
用
途
」
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
祖

録
の
注
釈
の
た
め
の
手
控
え
と
し
て
の
辞
書
機
能
の
ほ
か
、
先
に
見
た
よ
う
に

入
室
参
禅
の
際
の
著
語
手
引
書
と
し
て
用
い
ら
れ
た
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
。

　
川
瀬
が
理
解
し
た
よ
う
に
禅
門
初
学
者
の
た
め
に
だ
け
編
ま
れ
た
も
の
で
あ

る
と
は
言
い
が
た
い
が
、
以
上
の
よ
う
な
共
通
点
か
ら
す
る
と
、
『
句
隻
紙
抄
』

の
少
な
く
と
も
類
書
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
す
で
に

ふ
れ
た
よ
う
に
宋
代
編
纂
の
『
人
天
眼
目
』
巻
六
末
尾
に
「
揮
林
方
語
　
新
増
」

と
し
て
「
方
語
」
が
付
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
『
句
隻
紙
』

の
内
に
入
れ
「
第
一
類
」
と
す
る
の
で
は
な
く
・
先
行
類
書
と
し
て
位
置
づ
け

る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
『
方
語
』
系
統
書
を
「
第
一
類
」
と
し
た
川
瀬
説
の
分
類
の
根
拠
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



つ
目
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
句
隻
紙
」
の
依
拠
と
な
っ
た
先
行
の
類
書
特
定
の

問
題
に
か
か
わ
る
。
川
瀬
は
室
町
末
期
の
禅
僧
が
呉
越
春
秋
・
容
齋
三
筆
・
唐

人
絶
句
集
・
世
説
新
話
・
新
序
・
竹
圃
散
人
夢
話
・
康
瓠
集
等
を
抜
抄
集
記
し

た
写
本
の
最
後
に
「
群
書
鈎
玄
」
と
い
う
書
の
書
写
が
あ
る
こ
と
に
触
れ
、
次

の
よ
う
に
語
る
。

　
　
其
の
依
擦
と
な
つ
た
先
行
の
類
書
が
あ
る
か
否
か
に
就
い
て
は
、
在
來
少

　
　
し
も
考
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
が
、
石
井
氏
積
翠
軒
文
庫
藏
の
「
群
書
鈎
玄
」

　
　
と
題
す
る
一
書
に
擦
つ
て
見
れ
ば
、
句
隻
紙
の
編
纂
は
群
書
鈎
玄
に
倣
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
”
）

　
　
た
も
の
で
あ
る
事
が
明
ら
か
で
あ
る
と
患
ふ
。

　
川
瀬
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
『
群
書
鈎
玄
』
の
書
写
は
本
文
十
三
丁
、
巻
頭
に

「
群
書
鈎
玄
　
至
正
七
年
孟
秋
望
　
臨
卯
後
學
高
恥
傳
輯
」
と
あ
り
、
「
一
字
」
、

「
二
字
」
、
「
三
字
二
句
」
、
「
三
字
」
、
「
四
字
二
句
」
、
「
四
字
」
、
「
五
字
二
句
」
、

「
六
字
二
句
」
、
「
七
字
二
句
」
、
「
八
字
二
句
」
、
「
三
字
四
句
」
、
「
四
字
四
句
」
、

「
五
字
」
、
「
六
字
」
、
「
七
字
」
、
「
胞
灸
句
」
の
順
に
語
が
収
録
さ
れ
、
全
句
す

べ
て
下
方
に
小
字
で
出
典
が
注
記
さ
れ
、
巻
末
に
「
群
書
鈎
玄
第
十
二
終
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
旭
〕

あ
り
、
六
七
〇
余
句
を
収
め
て
い
る
と
さ
れ
る
。

　
『
群
書
鈎
玄
』
は
現
在
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
子
部
第
一
七
二
冊
』
の

内
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
北
京
大
学
図
書
館
蔵
元
至
正
七
年
刻
明
修
補
本
の
影

印
版
で
、
版
木
の
損
傷
が
激
し
く
判
読
不
可
能
な
箇
所
が
き
わ
め
て
多
い
が
、

こ
の
北
京
大
学
図
書
館
蔵
本
を
見
れ
ば
、
積
翠
軒
文
庫
旧
蔵
の
写
本
は
抜
抄
で

あ
る
事
が
わ
か
る
。

　
元
の
至
正
七
年
（
二
二
四
七
年
）
に
高
恥
傳
に
よ
り
編
ま
れ
た
こ
の
書
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

あ
ら
ゆ
る
方
面
の
典
籍
か
ら
語
句
が
集
録
さ
れ
、
「
一
字
の
部
が
古
文
を
列
記

し
て
あ
る
の
と
、
二
字
の
部
が
名
詞
の
異
構
を
多
く
集
め
て
あ
る
の
と
を
除
け

ば
、
他
は
殆
ど
金
言
集
の
如
き
内
容
を
具
へ
て
を
り
、
初
學
の
教
化
に
資
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

爲
に
編
纂
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
事
が
判
る
」
と
川
瀬
が
記
す
通
り
で
あ
る
。

　
影
印
版
に
よ
れ
ぱ
全
十
二
巻
、
「
序
」
を
含
め
ニ
ハ
四
丁
を
数
え
収
録
語
句

数
は
五
〇
〇
〇
を
は
る
か
に
超
え
一
〇
〇
〇
〇
に
迫
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た

だ
上
記
の
川
瀬
報
告
に
あ
る
よ
う
に
字
数
に
よ
る
排
列
形
式
を
採
る
が
、
「
七

字
」
と
い
う
小
見
出
し
表
記
の
み
が
欠
落
し
て
い
る
。
な
お
巻
末
に
以
下
の
説

明
文
が
補
刻
さ
れ
て
い
る
。

　
　
撃
書
鉤
元
十
二
巻
　
鰍
凱
棚
撫

　
　
　
　
元
高
恥
傳
撰
恥
傳
臨
卯
人
是
書
雑
採
古
事
古
語
以
字
藪
爲
標
目
次
第

　
　
　
　
自
一
字
起
至
七
字
止
其
不
能
限
以
戴
者
別
爲
胎
灸
句
二
巻
其
一
字
類

　
　
　
　
不
能
成
句
則
以
古
文
苛
字
當
之
麗
雑
殊
甚
後
附
㎜
節
通
鑑
一
巻
題
日

　
　
　
　
建
置
沿
革
又
附
陳
駿
文
則
一
巻
更
無
倫
理
前
有
至
正
七
年
恥
傳
自
序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
莇
）

　
　
　
　
乃
盛
自
考
飾
過
実

　
た
だ
し
、
北
京
大
学
図
書
館
蔵
本
で
は
、
「
建
置
沿
革
」
は
上
下
に
分
け
ら

れ
巻
第
十
、
巻
第
十
一
と
さ
れ
、
文
則
は
巻
第
十
二
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
問
題
は
句
双
紙
の
編
纂
は
『
群
書
鈎
玄
』
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か

で
あ
る
。
「
室
町
末
期
の
禅
僧
の
筆
」
に
よ
る
に
相
違
な
い
と
川
瀬
が
判
断
し

た
写
本
の
な
か
に
『
群
書
鈎
玄
』
の
抜
抄
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に

『
群
書
鈎
玄
』
が
き
わ
め
て
簡
単
で
は
あ
る
が
出
典
を
注
記
し
て
い
る
こ
と
、

多
少
変
則
的
で
は
あ
る
が
字
数
排
列
構
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
判
断
材



料
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
膨
大
な
収
句
の
な
か
に
は
禅
籍
か
ら
の
語
句

も
散
見
す
る
。

　
一
、
二
挙
げ
れ
ぱ
た
と
え
ば
「
四
字
二
句
」
の
部
で
「
心
不
責
人
面
無
悪
色

傳
燈
録
」
（
心
人
に
負
か
ざ
れ
ば
面
悪
る
色
無
し
）
と
あ
り
、
『
景
徳
傳
燈
録
』

「
巻
第
十
二
　
睦
州
龍
興
寺
陳
尊
宿
」
の
項
か
ら
こ
の
語
句
は
採
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
あ
る
い
は
「
大
象
不
癖
於
兎
樫
傳
燈
録
」
と
あ
り
、
こ

れ
も
『
景
徳
傳
燈
録
』
「
巻
第
三
十
永
嘉
眞
覧
大
師
護
道
歌
』
の
項
に
「
大

象
不
溝
於
兎
樫
　
大
悟
不
拘
於
小
節
」
（
大
象
兎
樫
に
漉
ば
ず
　
大
悟
小
節
に

拘
ら
ず
）
と
あ
る
、
そ
の
七
言
上
句
を
採
っ
て
い
る
。

　
た
だ
し
禅
語
は
概
観
し
た
だ
け
で
も
極
め
て
少
な
く
、
内
容
上
は
「
句
隻
紙
」

の
編
纂
が
『
群
書
鈎
玄
』
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
と
は
断
定
し
が
た
い
。
用
途

に
お
い
て
も
「
下
語
」
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
た

だ
字
数
排
列
に
よ
る
「
全
言
集
」
「
金
句
集
」
と
い
う
体
裁
に
お
い
て
、
あ
る

い
は
そ
う
し
た
発
想
に
お
い
て
先
行
類
書
と
言
え
な
い
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
早
苗
憲
生
氏
は
、
禅
林
の
句
を
収
録
し
た
『
叢
林
獅
子
帆
集
』
『
寸
金

　
中
く

宝
鎗
』
『
頒
句
韻
菱
』
等
の
宋
版
が
来
朝
僧
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
た
（
「
禅
林
句

集
提
唱
」
第
一
回
『
禅
宗
』
三
六
〇
）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
『
群
書
鈎
玄
』
と

類
似
し
た
体
裁
の
句
集
が
宋
代
に
出
版
さ
れ
て
本
朝
に
将
来
さ
れ
た
か
も
し
れ

　
　
　
　
＾
咀
〕

な
い
と
す
る
。

　
『
群
書
鈎
玄
』
は
日
本
の
五
山
僧
の
間
に
も
た
ら
さ
れ
、
瑞
渓
周
鳳
の
『
刻

椿
集
』
二
士
二
、
『
活
套
集
』
（
大
谷
大
学
蔵
）
壬
（
第
九
冊
）
、
『
臥
雲
日
件
録
』

第
五
十
七
冊
表
紙
に
そ
の
書
き
抜
き
が
載
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
「
禅
林
句
集
」
考

　
次
に
川
瀬
一
馬
博
士
に
よ
る
区
分
の
「
第
二
類
」
を
見
て
み
よ
う
。

第
二
類

　
〔
写
本
〕

　
（
イ
）
『
（
句
隻
紙
）
』

　
蓬
左
文
庫
蔵
本
、
大
本
、
一
冊
、
四
九
丁
、
内
容
は
「
句
隻
紙
」
室
町
末
期

写
。
「
御
本
」
の
印
記
が
あ
り
、
徳
川
家
康
か
ら
尾
張
藩
主
徳
川
義
忠
に
譲
渡

さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
駿
河
御
譲
本
の
中
の
一
書
。

　
二
字
」
は
「
収
」
か
ら
始
ま
り
計
二
一
語
、
以
下
「
二
字
」
四
三
句
、
「
三

字
」
五
二
句
、
「
四
言
」
三
一
五
句
、
「
互
言
」
一
二
一
句
、
「
六
言
」
九
九
句
、

「
七
言
」
一
七
三
句
、
「
八
言
」
一
一
六
句
、
と
単
句
を
収
録
し
、
そ
の
後
で

「
五
言
対
」
一
四
七
旬
、
「
六
言
対
」
四
九
句
、
「
セ
言
長
句
」
八
一
句
を
収
め
、

　
　
　
　
　
　
＾
H
〕

合
計
一
二
〇
八
句
を
収
集
、
た
だ
し
こ
の
う
ち
十
一
句
は
語
句
中
の
一
字
な
い

し
二
字
の
み
異
な
る
句
で
あ
る
。

　
句
に
は
返
り
点
、
送
り
仮
名
が
施
さ
れ
、
漢
字
に
ま
ま
振
り
仮
名
を
付
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
旭
〕

句
頭
に
は
内
容
分
類
を
示
す
略
記
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
出
典
注
記

は
な
い
。

　
（
口
）
『
（
句
隻
紙
）
』

　
川
瀬
一
馬
博
士
旧
蔵
本
、
一
冊
・
室
町
末
期
写
、
本
文
墨
附
、
五
五
丁
、
巻

末
丁
を
欠
く
。
「
一
字
」
は
「
収
」
か
ら
始
ま
り
「
二
字
」
、
「
三
字
」
、
「
四
言
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



「
五
言
単
句
」
、
「
五
言
対
句
」
、
「
六
言
単
句
」
、
「
六
言
対
句
」
、
「
七
言
単
句
」
、

「
七
言
対
句
」
、
「
八
言
単
句
」
に
い
た
る
。
八
言
は
単
句
ま
で
で
以
下
を
欠
く

と
さ
れ
る
。

　
（
ハ
）
『
（
句
隻
紙
）
」

　
川
瀬
一
馬
博
士
旧
蔵
本
　
慶
長
一
七
年
写
、
一
冊
、
内
題
は
「
前
箭
」
、
本

文
墨
附
、
一
一
四
丁
、
他
に
巻
首
に
五
丁
、
巻
末
に
十
一
丁
（
内
一
丁
白
紙
）

佳
句
抄
出
の
加
筆
が
あ
り
、
本
文
の
著
者
が
後
に
書
き
加
え
た
も
の
と
さ
れ
る
。

さ
ら
に
本
文
中
句
意
お
よ
び
出
典
等
の
加
筆
が
見
受
け
ら
れ
る
が
い
ず
れ
も
本

文
よ
り
後
同
筆
者
が
書
き
加
え
た
も
の
と
さ
れ
、
巻
末
に
次
の
よ
う
な
書
写
識

語
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
右
以
上
墨
附
紙
藪
百
十
八
丁
有
之

　
　
　
　
　
告
慶
長
十
七
年
壬
子
林
鐘
佳
日
　
不
孤
齋
染
悪
筆
畢

　
「
一
字
」
よ
り
〕
一
字
」
、
「
三
字
」
、
「
四
言
」
、
「
五
言
（
単
句
）
」
、
「
六
言

（
単
句
）
」
、
「
七
言
（
単
句
）
」
、
「
八
言
（
単
句
）
」
、
「
互
言
（
対
句
）
」
、
「
六
言

（
対
句
）
」
、
「
七
言
（
対
句
）
」
の
順
で
句
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
字

数
排
列
体
『
句
隻
紙
』
。

　
（
二
）
『
（
句
隻
紙
）
』

　
龍
門
文
庫
蔵
本
、
一
冊
、
室
町
末
期
写
、
内
容
は
「
句
隻
紙
」
。
「
一
字
」

「
嵯
」
よ
り
「
八
言
」
ま
で
単
句
を
収
録
し
、
後
に
「
五
言
対
句
」
、
「
六
言
対

句
」
、
「
七
言
対
句
」
で
分
類
し
て
あ
り
、
総
数
二
〇
三
一
句
。
さ
ら
に
こ
れ
以

外
に
後
の
補
筆
に
よ
る
増
補
が
あ
る
。
朱
筆
の
庵
点
及
び
句
の
出
典
を
後
か
ら

頭
注
書
き
入
れ
し
た
部
分
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
字
数
排
列
形
式
に
よ
る
『
句
双

一
〇

紙
』
。

　
〔
刊
本
〕

　
（
ホ
）
『
句
隻
紙
片
カ
ナ
附
』

　
元
禄
六
年
刊
二
巻
本
、
横
本
、
上
下
合
一
冊
、
旧
帝
国
図
書
館
蔵
、
『
句
隻

紙
片
ヵ
ナ
附
』
の
原
題
祭
が
あ
り
、
句
に
は
返
り
点
、
送
り
仮
名
が
施
さ
れ
、
漢

字
に
は
ま
ま
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
附
訓
刻
本
。
上
巻
七
七
丁
、
下
巻

（
七
言
以
下
）
七
九
丁
。
「
収
」
よ
り
二
字
」
は
始
ま
り
、
八
O
語
、
以
下

「
二
字
」
一
〇
二
句
、
「
三
字
」
二
二
一
句
、
「
四
言
」
一
〇
二
三
句
、
「
五
言
」

四
二
六
句
、
「
五
言
封
」
五
二
二
句
、
「
六
言
」
二
七
〇
句
、
「
六
言
封
」
一
四

三
句
、
「
七
言
」
五
四
六
句
、
「
七
言
封
」
四
二
四
句
、
「
八
言
」
四
〇
〇
句
、

「
八
一
言
封
」
二
七
句
収
録
さ
れ
、
合
計
四
〇
八
五
句
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
（
た

だ
し
一
句
中
の
一
字
な
い
し
複
数
字
の
異
な
る
も
の
は
併
記
さ
れ
一
句
分
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
る
。
）
出
典
注
記
は
な
い
。
字
数
排
列
形
式
に
よ
る
『
句
隻
紙
』
。

こ
の
刊
本
は
広
く
世
間
に
流
布
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
現
存
す
る
も
の
も
多
い
。

　
（
へ
）
『
句
隻
紙
片
ヵ
ナ
附
』

　
元
禄
頃
刊
二
巻
本
、
横
本
、
上
下
合
一
冊
、
本
書
は
（
ホ
）
元
禄
六
年
刊
二

巻
本
と
は
別
版
で
あ
る
が
、
版
式
か
ら
見
て
ほ
ぼ
同
じ
頃
の
刊
行
で
あ
ろ
う
と

川
瀬
は
推
測
し
、
初
刻
以
来
た
び
た
び
刊
記
の
み
を
改
刻
し
て
刷
ら
れ
世
に
も
っ

と
も
流
布
し
た
刊
本
と
し
て
い
る
。
静
嘉
堂
（
松
井
博
士
旧
蔵
）
の
一
本
は
巻

末
に
「
書
林
長
村
竿
兵
衛
」
の
刊
記
が
あ
り
、
刊
記
を
追
刻
し
た
後
印
本
と
さ

れ
る
。
川
瀬
博
士
旧
蔵
の
一
本
は
巻
末
の
刊
記
の
み
「
諒
欄
寺
町
三
條
下
ル
著

屋
宗
八
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
が
、
他
は
（
ホ
）
元
禄
六
年
刊
二
巻
本
と
す
べ



て
同
じ
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
字
数
排
列
体
『
句
隻
紙
』
。

　
（
ト
）
『
揮
林
集
句
』
（
『
醗
舗
揮
林
句
集
出
所
付
』
）

　
四
巻
、
判
紙
本
、
合
一
冊
、
石
井
氏
積
翠
軒
文
庫
旧
蔵
。
巻
末
に
貞
享
五
年

の
敗
文
が
あ
り
、
践
文
末
に
以
下
の
よ
う
な
識
語
が
あ
る
。

　
　
貞
享
戊
辰
正
月
齋
日
　
洛
橋
巽
隅
山
阜
己
十
子
謹
識

さ
ら
に
以
下
の
よ
う
な
刊
記
が
あ
る
。

　
　
洛
下
堀
川
通
本
國
寺
前
　
小
佐
治
牟
右
衛
門

　
　
大
坂
心
齋
橋
筋
　
古
本
屋
清
左
衛
門

　
本
文
総
紙
数
一
八
五
丁
、
他
に
敗
文
一
丁
、
本
文
は
五
七
丁
（
互
言
対
句
）

以
下
を
第
二
巻
、
九
六
丁
（
六
言
）
以
下
を
第
三
巻
、
二
二
九
丁
（
七
言
対
句
）

以
下
を
第
四
巻
と
す
る
。
な
お
ま
た
巻
首
に
「
集
中
訓
解
書
」
と
題
し
て
、
本

文
各
句
の
下
に
そ
の
出
典
を
注
解
し
た
参
考
書
名
を
列
刻
し
た
一
丁
を
添
え
て

あ
る
。
巻
首
に
「
句
双
紙
尋
寛
」
と
題
し
、
版
心
に
「
揮
林
集
句
」
、
巻
末
販

文
の
み
「
揮
林
樵
句
」
と
あ
る
。
「
一
字
闘
」
、
「
二
字
關
」
、
「
三
字
關
」
、
「
四

言
」
、
「
五
言
」
、
「
五
言
封
句
」
、
「
六
言
」
、
「
六
言
封
句
」
、
「
七
言
」
、
「
七
言
封

句
」
、
「
八
言
」
、
「
△
言
封
句
」
の
表
題
の
も
と
に
編
集
さ
れ
て
い
る
。
　
ま
た

四
言
以
下
各
字
類
の
末
に
「
外
句
塘
績
」
の
部
分
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
「
一

字
關
」
は
「
収
」
よ
り
始
ま
る
。
全
巻
各
句
の
下
に
は
出
典
が
注
記
さ
れ
て
い

る
。
字
数
排
列
体
。

　
以
上
が
川
瀬
一
馬
博
士
の
前
掲
論
文
中
の
貞
享
五
年
版
『
揮
林
集
句
』
に
関

す
る
記
述
内
容
で
あ
る
が
以
下
気
が
付
い
た
点
を
二
、
三
挙
げ
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
旭
）

　
こ
の
書
は
現
在
、
影
印
本
の
体
裁
で
二
種
類
の
印
刷
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
「
禅
林
旬
集
」
考

そ
の
内
、
一
書
は
禅
文
化
研
究
所
発
行
の
も
の
で
あ
る
が
「
積
翠
軒
文
庫
」
と

い
う
蔵
書
印
が
影
印
さ
れ
て
い
る
。
新
た
な
蔵
書
印
か
ら
現
在
は
所
有
が
禅
文

化
研
究
所
に
移
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
本
書
は
「
乾
坤
」
二
巻
本

で
あ
り
（
合
一
冊
で
あ
る
か
は
不
明
）
、
石
井
氏
積
翠
軒
文
庫
蔵
と
す
る
川
瀬

記
述
の
四
巻
本
と
は
こ
の
点
で
食
い
違
う
。
さ
ら
に
禅
文
化
研
究
所
発
行
の
も

の
は
巻
首
に
「
輝
林
集
句
乾
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
「
句
双
紙
尋
寛
」
と
い
う

題
簑
は
見
当
た
ら
な
い
。

　
お
そ
ら
く
石
井
氏
積
翠
軒
文
摩
旧
蔵
の
貞
享
五
年
版
『
揮
林
集
句
』
は
別
版

を
含
め
複
数
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
販
文
末
の
識
語
中
に
「
己
十

子
」
と
あ
る
の
は
最
後
に
触
れ
る
が
、
「
已
十
子
」
の
誤
刻
で
あ
る
。

　
貞
享
五
年
版
『
醜
舗
揮
林
句
集
出
所
付
』
は
「
一
字
關
」
八
一
語
、
「
二
字
關
」

一
〇
六
句
、
「
三
字
關
」
二
二
一
二
句
、
「
四
言
」
一
〇
一
五
句
（
う
ち
外
句
塘
績

四
〇
句
）
、
「
五
言
」
四
七
〇
句
（
う
ち
外
句
塘
績
四
四
句
）
、
「
互
言
封
句
」
五

七
八
句
（
う
ち
外
句
壇
績
六
八
句
）
、
「
六
言
」
二
九
六
句
（
う
ち
外
句
塘
績
二

六
句
）
、
「
六
言
封
句
」
一
五
八
旬
（
う
ち
外
句
塘
績
一
五
句
）
、
「
七
言
」
五
九

九
句
（
う
ち
外
句
壇
績
三
〇
句
）
、
「
七
言
封
」
四
七
八
句
（
う
ち
外
句
塘
績
五

四
句
）
、
「
八
言
」
四
二
八
句
（
う
ち
外
句
壇
績
三
一
句
）
、
「
八
言
封
」
三
七
句

（
う
ち
外
句
塘
績
一
〇
句
）
、
総
数
四
三
七
九
句
（
う
ち
外
句
塘
績
三
一
八
句
）

を
収
録
す
る
。
字
数
排
列
形
式
で
編
纂
さ
れ
て
い
る
。

　
（
ホ
）
の
元
禄
六
年
（
ニ
ハ
九
三
年
）
刊
本
よ
り
五
年
ほ
ど
先
に
出
た
こ
の

貞
享
五
年
（
ニ
ハ
八
八
年
）
版
『
鞘
舗
潭
林
句
集
出
所
付
』
は
こ
の
名
の
他
に

「
句
双
紙
尋
寛
」
（
内
題
）
、

「
揮
林
雑
句
」
（
版
心
）
、

「
揮
林
集
句
」
（
版
心
）



名
を
持
つ
が
、
収
録
語
の
多
さ
か
ら
見
て
も
ま
た
出
典
注
記
や
首
書
の
内
容
の

詳
細
さ
か
ら
見
て
も
こ
れ
ま
で
出
た
類
書
の
集
大
成
と
み
な
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
以
後
『
醗
舗
揮
林
句
集
出
所
付
』
と
し
て
永
く
禅
林
句
集
の
定
本
と
な
り
、

現
在
で
も
貝
葉
書
院
か
ら
『
醗
舗
揮
林
句
集
出
所
付
』
乾
坤
二
巻
の
和
綴
本
と
し

て
、
入
室
参
禅
の
際
の
語
調
べ
（
著
語
）
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
、
川
瀬
一
馬
博
士
が
「
第
二
類
」
に
分
類
し
た
諸
本
で
あ
る
が
、
こ
れ

ら
は
第
一
類
の
系
統
本
『
方
語
』
を
参
考
に
し
て
句
数
を
増
加
し
改
編
し
た
も

　
　
　
　
　
　
＾
㎜
）

の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
『
方
語
』
系
統
本

は
広
い
意
味
で
『
句
隻
紙
』
の
先
行
類
書
と
す
る
べ
き
で
、
禅
門
の
方
言
、
俗

語
を
集
め
た
『
方
語
』
か
ら
句
数
を
増
加
し
改
編
し
、
直
接
『
句
隻
紙
』
が
成

立
し
た
と
想
定
す
る
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
。

五

　
川
瀬
区
分
の
「
第
三
類
」
の
写
本
、
お
よ
び
刊
本
の
諸
本
を
見
て
み
よ
う
。

第
三
類

　
〔
写
本
〕

　
（
イ
）
『
（
句
隻
紙
）
』

　
伝
大
徳
寺
玉
室
宗
珀
筆
、
慶
長
・
元
和
頃
の
書
写
。
正
陰
宗
知
手
沢
本
。
本

文
墨
附
三
九
丁
。
川
瀬
一
馬
博
士
旧
蔵
。
巻
末
か
ら
三
葉
目
裏
に
「
正
隠
」
の

鼎
形
朱
印
が
あ
り
、
正
隠
は
大
徳
寺
玉
室
宗
珀
の
法
嗣
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

書
が
玉
室
宗
珀
の
筆
に
な
る
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
（
添
状
あ
り
）
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一

る
と
い
う
。
こ
の
添
状
に
つ
い
て
は
不
明
。
巻
首
の
写
真
が
川
瀬
論
文
中
に
掲

　
　
　
　
　
　
＾
加
〕

載
さ
れ
て
い
る
が
以
下
の
よ
う
な
分
類
を
採
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
　
　
　
イ
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ツ

　
　
普
　
嘆
　
的
　
無
　
失

　
　
鉄
壁
　
　
鉄
－
漢
　
　
蓬
－
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ン
　
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ル
「
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
黒
－
漫
1
・
・
　
露
－
堂
・
・
　
明
　
　
如
レ
日
　
　
鉄
團
－
圏

　
　
　
（
中
略
）

　
　
タ
、
コ
レ
コ
レ

　
　
只
這
是
　
　
非
二
言
－
説
一
二
無
り
処
”
尋
ル
呈
　
没
－
蹴
－
跡

　
　
頭
－
上
漫
1
・
・
　
脚
－
下
漫
1
・
・
　
顕
1
・
・
露
・
・

　
　
　
（
後
略
）

　
す
な
わ
ち
「
一
字
」
等
の
字
数
分
類
標
識
は
な
い
が
、
字
数
が
変
わ
る
毎
に

改
行
し
十
字
の
部
に
ま
で
至
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
川
瀬
に
よ
れ
ば
さ
ら
に
第

十
一
丁
表
に
至
る
と
「
口
」
と
い
う
標
識
が
あ
り
、
再
び
「
錯
」
「
苦
」
「
死
」

等
の
一
字
よ
り
始
ま
っ
て
い
る
と
さ
れ
、
第
十
五
丁
裏
よ
り
は
「
爲
　
見
ル
ー

ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
了
タ
カ

塵
　
含
ス
ー
塵
　
恰
－
是
せ
」
な
ど
と
あ
り
、
全
巻
あ
る
種
の
内
容
に
分
類
さ
れ
、

そ
の
各
部
が
さ
ら
に
字
数
に
よ
っ
て
細
分
化
さ
れ
・
第
三
十
七
丁
裏
よ
り
は
各

句
に
注
解
が
加
え
ら
れ
重
複
の
句
も
見
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
全
巻
、
本
文
に
附

訓
を
加
え
て
い
る
が
、
附
注
は
な
い
。
内
容
分
類
形
式
に
よ
る
『
句
隻
紙
』
。

分
量
は
「
第
二
類
」
系
統
本
と
ほ
ぼ
同
量
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
（
口
）
『
句
双
紙
（
抄
）
』

　
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
。
江
戸
時
代
初
期
の
書
写
。
首
二
丁
分
程
欠
、
袋

綴
。
表
紙
に
「
句
双
紙
」
と
墨
書
。
墨
附
五
九
丁
。
柱
の
部
分
に
は
一
か
ら
六

十
ま
で
の
丁
数
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
二
四
が
欠
落
、
本
文
は
欠
け
て



い
な
い
の
で
数
字
の
書
き
誤
り
と
さ
れ
る
。

　
柳
田
征
司
氏
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
従
来
尾
欠
と
見
ら
れ
て
き
た
が
最
後
の
二

句
の
う
ち
前
の
一
句
は
、
二
三
丁
に
説
明
だ
け
を
挙
げ
て
禅
句
を
脱
落
さ
せ
た

た
め
に
追
補
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
・
後
の
一
句
も
何
ら
か
の
事
情
で
付
け
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
勉
〕

え
ら
れ
た
と
見
る
と
、
尾
欠
本
と
は
見
ら
れ
な
い
と
さ
れ
る
。
内
容
分
類
形
式

に
よ
る
『
句
隻
紙
抄
』
。

　
（
ハ
）
『
句
双
紙
抄
全
』

　
明
暦
二
年
刊
本
。
石
井
氏
積
翠
軒
文
庫
旧
蔵
、
横
本
、
一
冊
、
八
○
丁
。

「
句
双
紙
抄
全
」
の
題
簑
が
あ
る
。
一
字
二
一
字
二
二
字
の
部
は
細
分
な
く
、

四
字
以
下
は
、
本
分
・
現
成
・
色
相
・
裁
断
・
直
（
指
）
・
為
人
・
機
関
・
両

意
・
関
賊
・
抑
揚
・
大
人
・
大
悟
・
収
な
ど
の
内
容
別
に
細
分
化
さ
れ
、
さ
ら

に
そ
れ
ぞ
れ
を
四
言
か
ら
七
言
に
亘
っ
て
対
句
・
絶
句
の
順
に
排
列
し
て
い
る
。

ま
れ
に
△
言
や
九
字
（
大
人
の
部
に
一
句
の
み
）
を
加
え
て
い
る
。
内
容
分
類

形
式
に
よ
る
『
句
隻
紙
抄
』
。
巻
末
に
以
下
の
刊
記
が
あ
る
。

　
　
明
暦
式
靹
初
夏
吉
辰

　
　
　
　
　
二
條
鶴
屋
町
田
原
仁
左
衛
門
協

　
（
二
）
『
句
双
紙
抄
』

　
明
暦
二
年
刊
本
。
国
会
図
書
館
蔵
本
、
横
本
、
一
冊
、
八
○
丁
。
新
装
表
紙

に
「
句
双
紙
抄
」
と
い
う
題
簑
が
あ
る
。
「
一
字
」
は
「
普
」
か
ら
始
ま
る
。

石
井
氏
積
翠
軒
文
庫
旧
蔵
本
と
同
様
、
一
字
（
二
〇
字
）
・
二
字
（
二
四
字
）
・

三
字
（
三
五
字
）
の
部
は
細
分
な
く
・
四
字
以
下
は
・
本
（
分
）
（
六
一
句
）
・

現
（
成
）
（
五
六
句
）
・
色
（
相
）
（
四
一
句
）
・
裁
（
断
）
（
二
三
句
）
・
直
（
指
）

　
　
　
　
　
　
「
禅
林
句
集
」
考

（
五
句
）
・
為
（
人
）
（
二
〇
句
）
・
機
（
関
）
（
六
六
句
）
・
関
（
賊
）
（
三
二
句
）
・

両
（
意
）
（
一
四
句
）
・
抑
（
七
〇
句
）
・
揚
（
一
五
句
）
・
抑
揚
（
一
一
句
）
・

大
人
（
二
六
句
）
・
大
悟
（
三
句
）
・
収
（
六
七
句
）
と
内
容
別
に
細
分
化
さ
れ
、

そ
の
後
再
び
、
本
（
分
）
（
六
句
）
・
現
成
（
五
句
）
・
色
相
（
八
句
）
・
裁
断

（
二
句
）
・
為
人
（
二
句
）
・
機
（
関
）
（
一
〇
句
）
・
関
賊
（
七
旬
）
・
抑
（
五
句
）
・

大
人
（
二
句
）
、
の
区
分
が
繰
り
返
さ
れ
句
が
増
補
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

内
容
毎
に
四
言
か
ら
七
言
に
亘
っ
て
対
句
・
絶
句
の
順
に
排
列
し
て
い
る
。
ま

れ
に
八
言
や
九
字
（
大
人
の
部
に
一
句
の
み
）
を
加
え
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び

巻
末
刊
記
も
積
翠
軒
文
庫
旧
蔵
本
と
同
様
。
内
容
分
類
体
『
句
双
紙
抄
』
、
総

数
六
三
六
句
を
収
録
。

　
（
ホ
）
『
注
入
句
隻
紙
全
』

　
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
本
。
明
暦
二
年
刊
本
で
あ
る
国
会
図
書
館
蔵
本
と
同
版

の
句
双
紙
抄
。
「
注
入
句
隻
紙
全
」
と
外
題
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
五
六
丁
が
切

り
取
ら
れ
て
い
て
欠
損
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
揚
」
一
五
句
の
う
ち
七
句
が

欠
損
、
総
数
六
二
九
句
と
な
っ
て
い
る
（
本
来
は
六
三
六
句
）
。

⊥ノ、

　
以
上
が
川
瀬
分
類
に
よ
る
「
第
三
類
」
諸
本
で
あ
る
。
川
瀬
に
よ
る
と
、

「
第
二
類
」
系
統
本
を
さ
ら
に
内
容
に
よ
っ
て
分
類
し
、
細
分
を
加
え
た
も
の

が
「
第
三
類
」
系
統
本
で
あ
り
、
こ
の
類
は
大
別
す
る
と
（
イ
）
伝
大
徳
寺
玉

室
宗
珀
筆
の
よ
う
に
、
あ
る
種
の
内
容
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
、
さ
ら
に
各
部
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
一



字
数
に
よ
っ
て
排
列
さ
れ
て
い
る
『
句
隻
紙
』
と
、
「
第
三
類
」
系
統
本
の

『
句
隻
紙
』
を
同
様
の
編
集
の
仕
方
で
抄
出
し
て
、
片
仮
名
交
じ
り
の
注
解
を

施
し
た
、
（
口
）
東
大
本
や
（
ハ
）
、
（
二
）
、
（
ホ
）
の
明
暦
二
年
刊
本
の
よ
う

な
『
句
隻
紙
抄
』
の
二
種
類
が
あ
る
さ
れ
る
。
川
瀬
の
分
類
は
見
て
き
た
よ
う

に
、
一
種
発
展
史
的
な
観
点
か
ら
な
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
始
ま
り
を
「
禅
林
入

門
手
引
き
」
を
意
味
す
る
と
す
る
『
方
語
」
系
等
本
に
置
い
て
い
る
。
そ
し
て

本
文
中
に
「
方
語
二
…
…
…
」
と
い
う
注
解
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
元
禄
五
年

原
刻
の
『
句
隻
葛
藤
抄
』
を
『
方
語
』
系
等
本
を
も
と
に
し
て
改
変
増
補
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
盟
〕

た
も
の
と
し
て
「
第
一
類
」
に
入
れ
て
い
る
。
す
で
に
詳
し
く
見
た
よ
う
に

「
方
語
」
は
「
方
言
、
俗
語
」
の
意
味
で
あ
っ
て
「
禅
林
入
門
手
引
き
」
で
は

な
い
こ
と
、
「
方
語
」
が
「
禅
の
俗
語
」
で
あ
れ
ば
『
句
隻
葛
藤
抄
』
で
引
用

さ
れ
て
い
て
も
不
思
議
は
な
く
、
そ
の
こ
と
を
以
っ
て
『
句
隻
葛
藤
抄
』
を

『
方
語
』
系
等
本
す
な
わ
ち
「
第
一
類
」
系
等
本
に
入
れ
る
理
由
に
は
な
ら
な

い
。
た
と
え
ば
「
第
二
類
」
系
等
本
と
さ
れ
る
已
十
子
編
纂
の
貞
享
五
年
刊
本

『
醗
舗
揮
林
句
集
出
所
付
』
の
二
字
關
」
「
因
」
の
首
書
の
注
解
に
も
「
方
語
、

云
牽
り
船
聲
也
又
出
〃
カ
ヲ
也
」
と
あ
る
。
「
第
二
類
」
か
ら
「
第
三
類
」
へ
は
川

瀬
説
に
依
れ
ば
『
句
隻
紙
』
か
ら
『
句
隻
紙
抄
』
へ
の
発
展
過
程
で
あ
る
が
、

柳
田
征
司
氏
は
原
典
『
句
隻
紙
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　
「
句
双
紙
抄
」
が
原
典
「
句
双
紙
」
を
注
釈
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
な

　
　
ら
ば
、
そ
の
原
典
「
句
双
紙
」
の
構
成
が
問
題
と
な
る
。
し
か
し
、
今
問

　
　
題
に
し
て
い
る
「
旬
双
紙
抄
」
の
原
典
は
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の
存
在
が
知

　
　
ら
れ
て
い
な
い
。
（
中
略
）
そ
の
よ
う
な
原
典
「
句
双
紙
」
を
、
少
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

　
　
と
も
直
接
的
に
は
用
い
な
い
で
、
抄
と
同
事
に
原
典
の
部
分
も
成
立
し
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
加
〕

　
　
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
原
典
『
句
隻
紙
』
、
原
典
『
句
隻
紙
抄
』
が
特
定
で
き
な
い
限
り
、
「
句
隻
紙
」

の
成
立
史
的
分
類
は
無
理
で
あ
り
、
当
面
は
「
内
容
」
「
形
式
」
「
用
途
」
か
ら

分
類
を
す
る
以
外
な
い
で
あ
ろ
う
。
柳
田
征
司
氏
、
早
苗
憲
生
氏
の
分
類
湊
を

参
照
す
る
と
、
上
記
諸
本
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
た
だ

し
川
瀬
一
馬
博
士
が
扱
わ
な
か
っ
た
『
句
層
私
抄
』
も
形
式
参
考
の
た
め
に
挙

げ
る
）
。

　
句
の
字
数
に
よ
り
分
類
排
列
す
る
編
集
形
式
を
、
字
数
排
列
形
式
と
呼
び
、

句
の
内
容
に
よ
っ
て
分
類
配
列
す
る
編
集
形
式
を
、
内
容
分
類
形
式
と
呼
ぷ
こ

と
に
す
る
。
（
な
お
川
瀬
博
士
分
類
「
第
一
類
」
の
『
方
語
』
系
統
書
は
そ
の

「
用
途
」
等
か
ら
検
討
し
た
よ
う
に
「
句
双
紙
抄
」
の
内
に
入
れ
ず
、
先
行
類

書
と
す
る
）
。

（
一
）
字
数
排
列
形
式
「
句
隻
紙
」
（
字
数
に
よ
り
分
類
排
列
す
る
句
隻
紙
）

　
　
①
第
二
類
（
イ
）
『
（
旬
隻
紙
）
』
、
蓬
左
文
庫
蔵
本
、
室
町
末
期
書
写
。

　
　
②
第
二
類
（
口
）
『
（
句
隻
紙
）
」
、
川
瀬
一
馬
博
士
旧
蔵
本
、
室
町
末
期
書

　
　
写
。

　
　
③
第
二
類
（
ハ
）
『
（
句
錐
又
紙
）
』
、
川
瀬
一
馬
博
士
旧
蔵
本
、
慶
長
一
七
年

　
　
書
写
、
内
題
「
前
箭
」
。

　
　
④
第
二
類
（
二
）
「
（
句
隻
紙
）
」
、
龍
門
文
庫
蔵
本
、
室
町
末
期
書
写
。

　
　
⑤
第
二
類
（
ホ
）
『
句
隻
紙
片
ヵ
ナ
附
』
、
旧
帝
国
図
書
館
蔵
本
、
元
禄
六
年

　
　
刊
本
。



　
⑥
第
二
類
（
へ
）
『
句
隻
紙
片
ヵ
ナ
附
』
、
静
嘉
堂
蔵
本
、
元
禄
頃
の
刊
本
。

　
⑦
第
二
類
（
ト
）
『
揮
林
集
句
』
、
石
井
氏
積
翠
軒
文
庫
旧
蔵
本
（
複
数
か
）
、

　
已
十
子
編
貞
享
五
年
刊
本
。

（
二
）
内
容
分
類
・
字
数
排
列
形
式
「
句
隻
紙
」
（
句
の
内
容
に
よ
っ
て
分
類

　
し
、
さ
ら
に
各
部
を
字
数
に
よ
り
分
類
排
列
す
る
句
隻
紙
）

　
①
第
三
類
（
イ
）
『
（
句
隻
紙
）
』
・
川
瀬
一
馬
博
士
旧
蔵
本
・
伝
大
徳
寺
玉

　
室
宗
珀
筆
、
慶
長
・
元
和
頃
の
書
写
、
正
陰
宗
知
手
沢
本
。

（
三
）
字
数
排
列
形
式
「
句
隻
紙
抄
」
（
字
数
に
よ
り
分
類
排
列
す
る
句
隻
紙

　
抄
）

　
①
第
一
類
（
へ
）
『
句
隻
葛
藤
抄
』
、
石
井
氏
積
翠
軒
文
庫
旧
蔵
本
、
文
政

　
十
三
年
補
刻
版
本
、
内
題
「
宗
門
葛
藤
集
」
。

（
四
）
内
容
分
類
・
字
数
排
列
形
式
「
句
隻
紙
抄
」
（
句
の
内
容
に
よ
っ
て
分

　
類
し
、
さ
ら
に
各
部
を
字
数
に
よ
り
分
類
排
列
す
る
句
隻
紙
抄
）

　
①
第
三
類
（
口
）
　
『
句
隻
紙
（
抄
）
』
、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
本
、
江

　
戸
時
代
初
期
の
書
写
。

　
②
第
三
類
（
ハ
）
『
句
隻
紙
抄
全
』
、
石
井
氏
積
翠
軒
文
庫
旧
蔵
本
、
明
暦

　
二
年
刊
本
。

　
③
第
三
類
（
二
）
『
句
隻
紙
抄
』
、
国
会
図
書
館
蔵
本
、
明
暦
二
年
刊
本
。

　
④
第
三
類
（
ホ
）
『
注
入
句
隻
紙
全
』
、
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
本
、
③
と
同

　
版
の
句
隻
紙
抄
。

（
五
）
字
数
排
列
・
内
容
分
類
形
式
「
句
隻
紙
抄
」
（
句
の
字
数
に
よ
り
分
類

　
排
列
し
、
さ
ら
に
各
部
を
内
容
に
よ
っ
て
分
類
す
る
句
隻
紙
抄
）

　
　
　
　
　
「
禅
林
句
集
」
考

①
『
句
層
私
抄
』
、

山
鹿
素
行
手
沢
本
。

七

一
冊
、
六
八
丁
、
山
鹿
家
蔵
本
、

一
〇
九
五
句
を
収
録
。

江
戸
初
期
書
写
、

　
本
論
考
の
最
後
に
、
貞
享
五
年
刊
本
『
鞘
舗
揮
林
句
集
出
所
付
』
（
内
題
「
句

双
紙
尋
寛
」
、
版
心
「
揮
林
雑
句
」
「
揮
林
集
句
」
）
の
敗
文
に
触
れ
て
お
き
た

い
o

　
「
洛
橋
巽
隅
山
阜
已
十
子
」
に
よ
る
敗
文
は
「
自
一
一
從
古
一
此
集
者
花
園
開
山

関
山
國
師
七
世
孫
東
陽
英
朝
揮
師
之
所
集
也
」
（
古
よ
り
此
の
集
は
花
園
開
山

関
山
國
師
七
世
の
孫
東
陽
英
朝
揮
師
の
集
む
る
所
也
）
の
一
文
よ
り
始
ま
る
。

東
陽
英
朝
に
つ
い
て
は
師
蟹
の
『
延
賓
傳
燈
録
』
（
第
二
十
八
巻
）
や
『
本
朝

高
僧
傳
』
（
第
四
十
三
巻
）
に
事
跡
や
著
作
が
載
る
が
、
敬
文
に
あ
る
、
禅
句

を
集
め
『
揮
林
句
集
』
を
編
ん
だ
こ
と
は
ど
こ
に
も
記
載
が
な
い
。

　
た
だ
妙
心
寺
の
雪
潭
風
旺
編
纂
の
『
宗
統
八
祖
傳
』
に
は
「
別
、
撰
「
一
正
燈

録
十
四
巻
一
校
二
定
シ
百
丈
清
規
江
湖
集
等
ノ
書
↓
又
衷
㍉
諭
後
箭
一
前
箭
世
謂
二
之
ヲ

句
隻
紙
一
盛
二
行
㍉
奮
時
．
一
」
（
別
に
正
燈
録
十
四
巻
を
撰
す
。
百
丈
清
規
江
湖
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
う

等
の
書
を
校
定
し
前
後
箭
を
裏
む
。
前
箭
世
に
之
を
句
隻
紙
と
謂
い
、
盛
ん
に

當
時
に
行
わ
る
）
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
先
に
挙
げ
た
、
慶
長
一
七
年
書
写
の
川
瀬
一
馬
博
士
旧
蔵
本
『
（
句
隻
紙
）
』

は
内
題
が
「
前
箭
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
名
古
屋
大
学
皇
学
館
文
庫
蔵
本
に
江
戸

初
期
書
写
の
『
前
箭
』
と
い
う
句
双
紙
が
あ
る
（
一
字
よ
り
七
言
ま
で
三
三
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



九
句
を
収
録
）
。

　
さ
て
こ
の
敗
文
末
の
「
洛
橋
巽
隅
山
阜
」
と
は
、
京
の
三
条
大
橋
の
巽
（
東

南
）
に
あ
る
山
、
僧
喜
撰
の
和
歌
に
謂
う
都
の
巽
「
宇
治
山
」
と
な
る
の
で

「
黄
築
山
」
で
あ
ろ
う
。
敗
文
に
よ
る
と
、
「
已
十
子
」
な
る
者
は
初
め
儒
学
を

学
び
、
中
頃
禅
門
に
入
る
も
願
い
か
な
わ
ず
儒
門
に
復
す
が
、
諸
禅
徳
の
恩
恵

に
報
い
る
た
め
に
こ
の
書
を
編
ん
だ
と
あ
る
の
で
、
一
時
黄
粟
宗
万
福
寺
の
僧

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
「
已
十
子
」
と
い
う
名
は
宋
の
詩
人
戴
益
の
七
言

絶
句
「
探
譲
」
か
ら
採
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
探
春
　
　
　
　
（
春
を
探
る
）

　
　
終
日
尋
春
不
見
春
（
終
日
春
を
尋
ね
て
春
を
見
ず
）

　
　
杖
黎
踏
破
幾
重
雲
（
薮
を
杖
つ
き
踏
破
す
　
幾
重
の
雲
）

　
　
踊
來
試
把
梅
楕
看
（
帰
り
来
り
て
試
み
に
梅
梢
を
把
り
て
看
れ
ば
）

　
　
春
在
枝
頭
已
十
分
（
春
は
枝
頭
に
在
っ
て
　
已
に
十
分
）

　
早
苗
憲
生
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
駿
文
を
認
め
た
「
已
十
子
」
は
、
延
宝
三
年
、

元
禄
十
二
年
刊
『
書
籍
目
録
』
で
は
虚
白
、
元
禄
五
年
、
同
九
年
、
宝
永
六
年
、

正
徳
五
年
刊
の
『
書
籍
目
録
』
で
は
祖
実
と
す
る
。
虚
白
、
祖
実
は
毛
利
貞
斎

の
字
で
あ
り
、
名
は
瑚
拘
、
通
称
は
香
之
進
、
貞
斎
は
号
で
あ
る
と
い
う
。
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鴉
〕

坂
の
人
で
京
都
に
住
し
て
儒
学
を
講
じ
た
と
さ
れ
る
。

　
注

（
1
）
　
『
鮒
脚
揮
林
句
集
』
で
は
一
字
か
ら
三
字
の
禅
語
は
一
字
関
、
二
字
関
、
三
字
関
と

　
　
名
づ
け
ら
れ
、
あ
と
は
四
言
（
外
句
増
続
を
含
む
）
、
垂
言
（
外
句
増
続
を
含
む
）
、

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
u
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ

五
言
対
句
（
外
句
増
続
を
含
む
）
、
六
言
（
外
句
増
続
を
含
む
）
、
六
言
対
句
、
七
言

（
外
句
増
続
を
含
む
）
、
七
言
対
句
（
外
句
増
続
を
含
む
）
、
△
言
（
外
句
増
続
を
含

む
）
、
八
言
対
旬
（
外
句
増
続
を
含
む
）
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
各
字
数
で
は
五
十

音
順
の
排
列
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
『
塗
毒
鼓
　
続
編
　
全
』
で
は
、
一
字
、
二
字
、
三
字
｛
二
十
字
、
二
十
字
以
上
、

に
分
類
さ
れ
各
字
数
で
は
五
十
音
順
の
排
列
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
禅
語
は
訓
点
の

な
い
白
文
、
出
典
表
記
な
し
。
『
禅
語
字
彙
』
は
、
一
字
関
、
二
字
辮
壬
二
十
字
辮
、

そ
の
句
の
読
み
出
し
音
に
よ
り
五
十
音
順
。
『
註
訓
揮
林
句
集
（
改
訂
版
）
』
は
、
一

字
王
八
字
、
十
字
（
五
言
対
）
、
十
二
字
（
六
言
対
）
、
十
四
字
（
七
言
対
）
十
六
字

（
△
言
対
）
、
十
八
字
以
上
、
そ
の
句
の
頭
字
の
音
に
よ
り
五
十
音
順
。
『
新
纂
輝
語

集
』
は
一
字
∫
二
十
字
、
二
十
字
以
上
、
そ
の
句
の
読
み
出
し
音
に
よ
り
五
十
音
順
。

『
揮
林
語
句
抄
』
は
一
字
壬
十
字
（
十
一
字
を
二
句
含
む
）
、
十
二
字
、
十
四
字
（
十

五
字
十
三
句
含
む
）
、
十
六
字
（
十
七
字
二
句
、
十
八
字
七
句
、
十
九
字
二
句
含
む
）
、

二
十
字
以
上
、
そ
の
句
の
頭
字
の
音
に
よ
り
五
十
音
噸
。

　
川
瀬
一
馬
「
句
隻
紙
考
」
（
『
積
翠
先
生
華
甲
寿
記
念
論
叢
』
一
九
四
二
年
八
月
、

の
ち
檎
訂
し
て
『
日
本
書
誌
學
之
研
究
』
大
日
本
雄
揺
含
講
談
杜
一
九
四
三
年
六
月

に
所
収
）
。

　
川
瀬
前
掲
書
二
二
八
四
頁

　
入
矢
義
高
、
古
賀
英
彦
『
禅
語
辞
典
』
思
文
閣
出
版
　
一
九
九
一
年
　
四
五
一
頁

　
川
瀬
前
掲
書
二
二
七
七
－
二
二
七
八
頁

　
川
瀬
前
掲
書
二
二
八
四
壬
＝
二
八
五
頁

　
川
瀬
前
掲
書
二
二
七
八
頁

　
早
苗
憲
生
「
『
句
双
紙
』
の
諸
本
と
成
立
」
五
八
四
頁
　
新
日
本
古
典
文
学
大
系

5
2
『
庭
訓
往
来
　
句
双
紙
』
（
岩
波
書
店
　
一
九
九
六
年
五
月
）
所
収

　
早
苗
前
掲
書
五
八
四
頁

　
柳
田
聖
山
・
椎
名
宏
雄
共
編
『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
第
十
巻
下
　
解
題
　
七
〇
〇
頁

（
臨
川
書
店
　
二
〇
〇
〇
年
八
月
）

　
早
苗
前
掲
書
五
八
四
頁



（
1
2
）

151413（
1
6
）

（
1
7
）

（
1
8
）

（
1
9
）

　
川
瀬
前
掲
書
二
二
七
二
頁
。
書
名
『
群
書
鈎
玄
』
は
韓
愈
の
『
進
學
解
』
の
「
言

を
纂
む
る
者
は
必
ず
そ
の
玄
を
鉤
す
」
に
拠
る
。
「
鈎
」
は
「
鉤
」
の
異
体
字
。

　
川
瀬
前
掲
書
二
二
七
三
∫
二
二
七
五
頁

　
川
瀬
前
掲
書
一
三
七
五
頁

　
四
庫
全
書
存
目
叢
書
編
纂
委
員
会
編
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
　
子
部
第
一
七
二
冊
』
、

一
九
九
五
年
九
月
、
五
〇
四
頁

　
早
苗
前
葛
書
六
〇
二
頁

　
蓬
左
文
庫
蔵
室
町
末
期
写
本
は
現
在
二
種
類
の
刊
行
が
あ
る
。
①
木
村
晟
　
片
山

晴
賢
編
輯
　
近
思
文
庫
企
画
『
梅
田
信
隆
狽
下
喜
寿
記
念
出
版
　
禅
林
句
隻
紙
集
』

（
非
売
品
）
　
小
林
印
刷
株
式
会
社
出
版
部
　
一
九
八
四
年
九
月
　
ニ
ハ
一
壬
二
二
三

頁
②
山
田
俊
夫
入
矢
義
高
早
苗
憲
生
校
注
新
日
本
古
典
文
学
大
系
5
2
『
庭

訓
往
来
　
句
双
紙
』
岩
波
書
店
　
一
九
九
六
年
五
月
　
一
二
一
丁
三
〇
二
頁
　
①
②

と
も
収
録
語
句
は
同
じ
で
あ
る
が
、
「
禍
及
私
門
」
「
禍
出
私
門
」
の
よ
う
に
一
字
異

な
る
句
な
い
し
コ
逼
塞
太
虚
」
「
逼
塞
乾
坤
」
の
よ
う
に
複
数
字
異
な
る
句
を
別
旬

と
し
て
数
え
る
か
、
同
一
句
中
に
併
記
し
て
一
句
と
数
え
る
か
で
両
書
は
収
録
総
数

を
異
に
し
て
い
る
。
①
は
後
者
②
は
前
者
の
数
え
方
を
採
る
。
①
に
よ
る
と
合
計
一

二
〇
八
句
、
②
に
よ
る
と
二
二
九
句
と
な
る
。
川
瀬
の
報
告
に
よ
る
と
「
二
字
」

（
三
五
）
、
と
「
七
字
長
句
」
（
六
三
）
の
み
数
が
異
な
る
が
（
①
②
と
も
に
四
三
、

八
一
）
理
由
は
不
明
。

　
川
瀬
は
「
出
典
の
略
書
名
」
と
し
て
い
る
が
、
「
本
」
は
「
本
分
」
「
見
」
は
「
現

成
」
の
略
記
号
で
あ
り
、
内
容
分
類
を
表
す
。

　
①
『
定
本
揮
林
句
集
索
引
』
財
団
法
人
禅
文
化
研
究
所
編
集
発
行
一
九
九
〇

年
一
一
月
。
首
書
（
影
印
）
の
欄
外
に
字
句
の
異
同
等
が
注
記
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

「
積
翠
軒
文
庫
」
と
い
う
印
記
の
影
印
が
あ
る
。
二
頁
か
ら
四
頁
に
亘
り
「
揮
林
集

句
集
中
訓
解
書
」
が
あ
り
、
本
文
は
「
揮
林
集
句
乾
」
（
「
一
字
開
」
か
ら
「
五
言
封

句
」
の
「
外
句
塘
績
」
ま
で
）
と
「
揮
林
集
句
坤
」
（
「
六
言
」
か
ら
「
八
言
封
句
」

の
「
外
句
増
績
」
ま
で
）
分
け
ら
れ
て
い
る
。
二
字
闘
」
、
「
二
字
開
」
、
「
三
字
關
」
、

「
四
言
」
、
「
五
言
」
、
「
五
言
封
句
」
、
「
六
言
」
、
「
六
言
封
句
」
、
「
七
言
」
、
「
七
言
封
」
、

（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）
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「
八
言
」
、
「
△
言
封
」
の
表
題
の
も
と
に
編
集
さ
れ
て
い
る
。
版
心
の
影
印
は
カ
ッ

ト
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
刻
さ
れ
た
題
簑
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は
不
明
。
販
文
と

識
語
は
川
瀬
の
記
述
内
容
と
変
わ
ら
な
い
が
「
己
十
子
」
が
「
已
十
子
」
と
訂
正
さ

れ
て
い
る
。
刊
記
の
影
印
は
な
い
。

　
②
柳
田
聖
山
・
椎
名
宏
雄
共
編
『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
第
十
巻
下
　
臨
川
書
店
　
二

〇
〇
〇
年
八
月
。
表
紙
も
含
め
て
完
全
な
影
印
本
体
裁
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
外
題

は
「
舗
増
補
句
双
紙
出
所
付
」
、
内
題
は
「
句
双
紙
尋
寛
」
、
版
心
に
「
揮
林
集
旬
、
揮

林
雑
句
」
と
あ
る
。
敗
文
、
識
語
、
刊
記
共
に
川
瀬
の
記
述
内
容
と
同
じ
で
あ
る
が
、

「
已
十
子
」
が
「
己
十
子
」
と
誤
刻
さ
れ
て
い
る
。
字
数
に
よ
る
分
類
は
二
字
関
」
、

「
二
字
関
」
、
「
三
字
関
」
、
「
四
言
」
、
「
五
言
」
、
「
五
言
封
句
」
、
「
六
言
」
、
「
六
言
封

句
」
、
「
七
言
」
、
「
七
言
封
」
、
「
八
言
」
、
「
八
言
封
」
と
、
「
関
」
字
の
違
い
を
除
い

て
は
①
と
同
じ
。
四
言
以
下
す
ぺ
て
脚
韻
で
排
列
し
て
あ
る
こ
と
も
共
通
。

　
川
瀬
前
掲
書
二
二
八
六
頁

　
川
瀬
前
掲
書
二
二
九
五
頁

　
柳
田
征
司
「
句
双
紙
抄
の
諸
本
と
そ
の
言
語
」
『
國
語
國
文
』
第
四
四
巻
第
一
〇

号
　
一
九
七
五
年
十
月
　
二
〇
頁
。
東
大
本
は
、
吉
田
澄
夫
『
天
草
版
金
旬
集
の
研

究
』
（
東
洋
文
庫
　
一
九
三
八
年
十
月
）
中
に
一
丁
分
が
写
真
版
で
載
っ
て
い
る
。

　
な
お
一
頁
下
段
文
「
3
明
暦
三
年
板
本
一
冊
（
国
会
図
書
館
・
駒
沢
大
学
図
書
館

蔵
）
（
以
下
明
暦
版
本
と
呼
ぷ
）
」
の
「
明
暦
三
年
」
は
「
明
暦
二
年
」
の
誤
植
。

「
句
隻
紙
抄
」
の
二
系
統
分
類
概
念
「
字
数
分
類
体
系
統
本
」
と
「
内
容
分
類
体
系

統
本
」
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
重
要
論
文
で
あ
る
た
め
、
こ
の
箇
所
を
引
用
し
た
と
思

わ
れ
る
来
田
隆
編
『
句
双
紙
抄
総
索
引
』
（
清
文
堂
　
一
九
九
一
年
十
月
）
　
解
説

三
八
一
頁
、
さ
ら
に
こ
の
来
田
論
文
を
引
用
し
た
柳
田
聖
山
・
椎
名
宏
雄
共
編
前
掲

書
　
解
題
六
九
四
頁
と
も
に
誤
植
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
川
瀬
前
掲
書
；
一
八
四
頁

　
柳
田
征
司
前
掲
書
三
頁

　
『
聯
珠
詩
格
』
に
載
る
。
元
の
干
済
・
察
正
孫
の
編
に
よ
る
二
十
巻
の
書
。
唐
宋

の
七
言
絶
句
を
三
百
二
十
余
格
に
分
類
し
て
収
録
す
る
。
申
国
で
は
亡
失
し
た
が
、

「
禅
林
句
集
」
考

一
七



　
　
わ
が
国
に
残
り
、
室
町
以
降
広
く
読
ま
れ
た
。
こ
の
詩
は

　
　
　
　
義
日
尋
春
不
見
春
（
尽
日
春
を
尋
ね
て
春
を
見
ず
）

　
　
　
　
芒
践
踏
遍
瞳
頭
雲
（
芒
慶
踏
遍
す
瀧
頭
の
雲
）

　
　
　
　
鏡
來
適
過
梅
花
下
（
帰
来
適
ミ
梅
花
の
下
を
過
ぐ
れ
ば
）

　
　
　
　
春
在
枝
頭
已
十
分
（
春
は
枝
頭
に
在
っ
て
已
に
十
分
）

　
　
と
も
伝
わ
る
。

（
2
6
）
　
早
苗
前
掲
書
五
九
一
－
五
九
二
頁

一
八


